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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 4 0 3 0 0 0 0 1 1 2 1 3 0
2 0 1 2 1 1 0 2 2 0 3 3 1 2 1 0
3 * 3 3 0 0 0 0 0 0 1 1 1 2 1 0
10 * 1 1 5 5 0 0 3 1 5 6 1 0 0 0
11 0 1 1 2 3 0 0 0 2 0 2 0 1 0 0
14 0 3 9 1 1 3 3 1 0 0 0 2 2 0 0
16 0 0 0 2 4 1 2 1 2 1 3 1 0 0 0
17 0 1 3 2 3 1 1 1 1 1 2 0 1 0 0
21 0 0 0 4 7 0 0 1 4 3 7 0 0 0 0
22 0 0 0 0 2 0 0 2 0 0 0 0 2 2 0
23 * 0 0 8 15 2 3 1 6 8 14 0 0 2 1
24 * 0 3 3 4 2 2 1 0 0 0 0 3 0 0
38 * 0 1 2 3 0 0 0 3 3 6 2 3 0 0
55 0 0 0 6 9 0 0 1 6 7 13 0 0 1 0
90 0 0 4 1 1 0 0 5 0 2 2 1 1 1 0

0 0 0 0 0
10 31 37 61 9 13 19 25 35 60 11 18 11 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 1 2 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
4 * 0 0 1 3 1 2 1 0 0 0 0 1 3 0
5 0 1 1 0 0 0 0 1 0 3 3 1 0 1 0
6 * 0 3 2 5 1 1 0 1 1 2 1 2 1 0
8 * 0 5 3 10 3 4 1 2 2 4 3 0 0 0
9 * 1 2 4 4 0 3 2 0 1 1 2 0 1 0
14 0 2 8 2 5 2 4 1 0 1 1 3 0 1 0
15 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 2 1 0
32 * 0 1 3 4 0 0 1 0 1 1 4 2 1 0
35 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0
40 0 0 0 2 6 0 0 2 0 1 1 0 0 0 2
43 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
56 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 1 0 0 0
61 0 0 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
4 21 20 42 10 20 9 3 12 15 16 7 9 2

2018年度関西学生バスケットボールリーグ戦

RATE 19.0% 47.6% 50.0%

Team / Coach: 天田 英彦
合　　　計 62 200

萩原 奨太 1 1
中山 満樹 1 5

山本 涼司 0 1
山本 修太 0 5

大庭 椋 1 5
大杉 飛翼 4 16

星野 零志 2 4
高田 竜豪 6 28

諏訪 裕亮 11 27
松屋 佑季 12 20

清水 雄太 5 24
松浦 慎哉 9 29

中寺 巧 3 21
粕谷 祐介 3 9

ST BS MIN

嵩原 樹 4 5
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流通科学大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ

合　　　計 113 200
RATE 32.3% 60.7% 69.2%

北條 海樹 2 9
Team / Coach: 村上 和之

リンダー ライアン雅輝 4 15
田中 亮 12 22

サンブ アンドレ 18 13
大庭 岳輝 8 13

会田 太朗 8 19
武原 涼汰 0 6

川尻 政宏 5 10
真鍋 良太 8 15

日高 絆 7 8
川口 廉人 14 18

細見 亮太 副審 木村 健太郎/佐藤 慎士

髙田 颯斗 9 14
上田 隼輔 13 19

BS MIN

永尾 友弥 0 12
常清 哲也 5 7
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記録 関西学生バスケットボール連盟

京都産業大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS
３Ｐ ２Ｐ

戦評

113 62

敗チーム

流通科学大学

高岡・大町(近畿大)

開始時間 16:40
会　　場 大阪体育大学
コ ー ト 勝ち点12

男子 １部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2018.10.14
京都産業大学

勝ち点3
試合ＮＯ 165
戦評
【総括】
リーグ戦二巡目二日目最終試合、京都産業大学対流通科学大学の試合は、第一ピリオドから激しい展開となり点を
入れては入れ返すという攻防が続いた。京産大はビッグマンを活かしインサイドを中心に攻め、流科大は勢いのある
オフェンスで攻めるという展開となった。途中、京産大がインサイドで得点する中、流科大はシュートがなかなか入ら
ない時間が続いた。流科大は激しいディフェンスなどで追い立てるが、得点がなかなか入らず点差が開き、流れを止
められず、113対62で京産大の勝利となった。

【第1ピリオド】
試合開始直後、両者激しい得点の取り合いから始まる。そんな中、京産大#23サンブのゴール下シュートで均衡が破
れる。これを機に、京産大はゴール下を中心に主導権を握り、点差を引き離す。そこで、流科大は#14松屋を投入し
巻き返しを図る。しかし、京産大#3高田や#17真鍋が3Pシュートを沈めるなどして、38対11で京産大リードで第一ピリ
オドを終える。

【第2ピリオド】
第二ピリオド開始後、京産大#24大庭のミドルシュートから流れを掴む。京産大が連続得点するも、流科大はガッツの
あるリバウンドでチームを鼓舞する。そこから尻に火がついた流科大は激しいディフェンスで京産大を追いかける。し
かし、これに冷静対応し52対31で第二ピリオドを終える。

【第3ピリオド】
第三ピリオド開始後、京産大#10上田が三連続得点をし流れを一気に引き寄せる。流科大は流れを取り戻そうと積極
的なオフェンスを見せるが、京産大のインサイドを止められずタイムアウトを取る。タイムアウト終了後、流科大#32高
田や#6清水が得点するなどして流れを取り戻そうとするも、京産大#14川口が連続3Pシュートを決めるなどして85対
46で京産大リードで第三ピリオドを終える。

【第4ピリオド】
第四ピリオド開始早々、京産大#55田中のレイアップ含む６得点でまたもや京産大が流れを掴む。しかしここで流科
大が意地を見せる。流科大#61中山がファールを取るなどして流れを作る。それでも、京産大の流れを止められず
113対62で京産大が勝利した。

主審


